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は
じ
め
に
神
奈
川
大
学
の
前
身
横
浜
専
門
学
校
の
戦
後
の
出
発
点
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
十
一
月
七
日
の
教
授
会
に
若
手
教
員
八
名
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
「
教
育
刷
新
に
関
す
る
所
見（１）」
で
あ
る
。
若
手
教
員
八
名
と
は
、
長
谷
川
松
治
（
英
語
）、
飯
田
耕
作
（
英
語
）、
小
野
重
雄
（
経
済
史
）、
草
薙
正
夫
（
哲
学
）、
藤
島
昌
平
（
英
語
）、
松
本
忠
彦
（
機
械
工
学
）、
斎
藤
武
雄
（
貿
易
論
）、
大
森
一
二
（
交
通
論
）
の
教
員
で
あ
る
。「
所
見
」
の
内
容
は
、
戦
後
間
も
な
い
時
期
に
他
高
等
教
育
機
関
に
先
駆
け
て
提
案
さ
れ
た
学
校
の
民
主
化
宣
言
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
　
一
、
教
科
内
容
に
根
本
的
改
訂
を
加
ふ
る
こ
と
１
、
生
徒
の
個
性
を
重
視
し
之
が
啓
培
助
成
に
遺
憾
な
き
を
期
す
る
こ
と
（
例
え
ば
必
修
科
目
は
最
少
の
限
度
に
止
め
、
選
択
科
目
の
範
囲
並
に
内
容
を
広
汎
且
つ
豊
富
な
ら
し
む
る
こ
と
）
に
始
ま
る
教
学
内
容
、
運
営
に
関
わ
る
十
数
項
目
に
わ
た
る
提
案
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
提
案
は
教
授
会
で
審
議
さ
れ
、
教
授
会
に
出
席
し
た
林
賴
三
郎
校
長
や
米
田
吉
盛
副
校
長
も
大
筋
で
受
け
入
れ
、
横
浜
専
門
学
校
の
新
た
な
動
き
が
開
始
さ
れ
る
。
ま
ず
右
の
第
一
の
提
案
に
対
し
て
は
、
教
授
会
で
審
議
の
結
果
、「（
イ
）
教
科
内
容
刷
新
委
員
会
ヲ
至
急
決
定
、
来
年
度
試
験
ニ
間
ニ
合
フ
様
、
各
改
定
十
一
月
中
ニ
決
定
ノ
コ
ト
」
の
決
定
を
み
た
。
こ
う
し
て
横
浜
専
門
学
校
の
教
学
改
革
が
始
ま
っ
た
が
、
そ
の
第
一
歩
が
「
必
修
科
目
は
最
少
の
限
度
に
止
め
、
選
択
科
目
の
範
囲
並
に
内
容
を
広
汎
且
つ
豊
富
な
ら
し
む
る
こ
と
」
で
あ
り
、
横
浜
専
門
学
校
が
新
制
神
奈
川
大
学
に
移
行
し
、
ど
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
採
用
し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
道
筋
を
一
九
六
〇
年
代
後
半
ま
で
辿
り
た
い
と
思
う
。
必
修
制
か
ら
選
択
制
へ
の
移
行
澤　
木　
武　
美
― 28 ―
一
、
新
制
神
奈
川
大
学
発
足
時
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
横
浜
専
門
学
校
は
、
戦
後
の
新
学
制
へ
の
対
応
に
つ
い
て
一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
十
月
十
日
の
臨
時
教
授
会
で
「
現
在
の
六
学
科
を
育
て
ゝ
ゆ
く
方
針
の
下
に
」
設
置
さ
れ
た
「
大
学
昇
格
基
準
準
備
委
員
会（２）」（
後
に
「
大
学
設
立
基
準
準
備
委
員
会
」
と
改
称
）
の
委
員
に
は
法
政　
石
上
、
堀
経
済　
西
垣
、
大
森
、
斎
藤
（
武
）
機
械　
松
本
、
正
野
崎
人
文　
草
薙
、
信
太
自
然
科
学　
山
村
、
溝
口
、
森
語
学　
長
谷
川
、
藤
島
、
斎
藤
（
数
）
電
気　
小
川
、
上
條
工
経　
鈴
木
、
松
村
が
選
ば
れ
た
。「
大
学
設
立
基
準
準
備
委
員
会
」
は
、
一
九
四
七
年
十
一
月
二
十
日
に
第
一
回
委
員
会
を
開
催
、
新
制
大
学
の
教
育
内
容
、
学
部
構
成
、
名
称
な
ど
に
つ
い
て
の
審
議
を
開
始
し
た
。「
大
学
設
立
基
準
準
備
委
員
会
」
で
は
当
初
、
商
学
部
（
商
科
、
経
済
科
、
法
科
、
政
治
科
）
と
工
学
部
（
機
械
工
学
科
、
精
密
機
械
工
学
科
、
電
気
工
学
科
、
電
気
通
信
工
学
科
、
生
産
工
学
科
）
の
方
向
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
四
八
年
四
月
に
、
法
経
学
部
と
工
学
部
に
変
更
、
そ
の
下
に
は
学
科
を
置
か
ず
、
コ
ー
ス
制
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
法
経
学
部
に
は
、
経
済
学
、
経
営
学
、
外
国
貿
易
学
、
法
学
、
英
語
学
の
五
コ
ー
ス
、
工
学
部
に
は
、
機
械
工
学
、
電
気
工
学
、
電
気
通
信
工
学
、
生
産
工
学
の
四
コ
ー
ス
を
置
く
案
を
教
授
会
に
提
案
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
提
案
を
受
け
て
、
教
授
会
は
、
新
制
大
学
の
設
置
申
請
書
原
案
の
作
成
に
か
か
り
結
局
、
一
九
四
八
年
七
月
一
日
の
教
授
会
で
専
門
学
校
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
法
経
学
部
経
済
コ
ー
ス
、
貿
易
コ
ー
ス
、
法
学
コ
ー
ス
、
工
学
部
機
械
工
学
コ
ー
ス
、
電
気
工
学
コ
ー
ス
、
生
産
工
学
コ
ー
ス
の
六
コ
ー
ス
案
を
ま
と
め
承
認
、
七
月
三
十
一
日
、
新
制
「
横
浜
大
学
」
の
設
置
認
可
申
請
書
が
文
部
大
臣
へ
提
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
設
置
申
請
は
、
同
年
十
一
月
、
名
称
を
「
横
浜
大
学
」
か
ら
「
神
奈
川
大
学
」
へ
変
更
し
た
後
、
翌
一
九
四
九
年
二
月
二
十
一
日
に
第
一
部
が
、
同
年
三
月
二
十
五
日
に
第
二
部
が
設
置
認
可
と
な
っ
た
。
た
だ
申
請
し
た
コ
ー
ス
の
内
、
法
学
専
修
コ
ー
ス
は
認
め
ら
れ
ず
学
部
名
を
第
一
部
商
経
学
部
、
第
二
部
商
経
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学
部
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
制
神
奈
川
大
学
は
、
専
修
コ
ー
ス
制
を
採
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
「
大
学
設
立
基
準
準
備
委
員
会
」
の
責
任
者
西
垣
富
治
は
「
そ
こ
で
大
学
の
専
修
コ
ー
ス
と
は
何
か
、
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
従
来
専
門
学
校
で
用
い
ら
れ
て
い
た
『
経
済
科
』、『
貿
易
科
』
と
い
う
よ
う
な
『
科
』
と
は
多
少
趣
を
異
に
す
る
。
即
ち
『
何
々
科
』
と
い
う
場
合
に
は
、
学
生
は
好
む
と
好
ま
ざ
る
に
か
ゝ
わ
ら
ず
、
そ
の
科
に
属
す
る
学
科
は
必
ず
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
『
専
修
コ
ー
ス
』
と
い
う
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、
学
生
の
自
由
意
思
に
基
づ
い
て
履
修
す
べ
き
学
科
が
選
定
さ
れ
る
。
然
し
、
そ
の
選
定
は
原
則
と
し
て
は
学
生
の
自
由
意
思
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
も
の
ゝ
や
は
り
、
そ
の
選
び
方
に
つ
い
て
は
、
先
輩
で
あ
り
既
に
種
々
の
経
験
を
経
て
来
て
い
る
教
授
の
指
示
を
仰
ぐ
こ
と
が
好
ま
し
い
ゆ
き
方
で
あ
る
と
思
わ
れ
る（３）。」
こ
の
よ
う
に
新
制
神
奈
川
大
学
発
足
時
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
学
科
で
は
な
く
専
修
コ
ー
ス
を
採
用
し
、
学
生
の
自
由
意
思
を
尊
重
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、「
大
学
設
置
基
準
準
備
委
員
会
」
の
メ
ン
バ
ー
に
「
教
育
刷
新
に
関
す
る
所
見
」
の
提
案
メ
ン
バ
ー
が
六
名
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
、
「
準
備
委
員
会
」
の
責
任
者
の
西
垣
は
、「
所
見
」
の
提
案
を
も
と
に
一
九
四
七
年
一
月
に
結
成
さ
れ
た
横
浜
専
門
学
校
教
職
員
組
合
の
初
代
委
員
長
（
二
代
以
降
十
二
代
（
除
七
代
）
ま
で
委
員
長
は
「
所
見
」
提
案
メ
ン
バ
ー
）
に
選
出
さ
れ
た
の
で
、
「
所
見
」
の
学
生
の
自
由
意
思
を
尊
重
す
る
立
場
に
た
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
出
発
し
た
神
奈
川
大
学
で
は
あ
っ
た
が
、
横
浜
専
門
学
校
時
代
と
く
に
力
を
注
い
で
い
た
英
語
教
育
に
つ
い
て
み
る
と
新
制
神
奈
川
大
学
の
英
語
必
修
単
位
数
は
横
浜
専
門
学
校
よ
り
か
な
り
少
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
大
学
側
は
英
語
必
修
単
位
数
の
引
き
上
げ
を
実
施
、
外
国
貿
易
専
修
コ
ー
ス
で
は
一
九
五
〇
年
に
十
二
単
位
、
そ
し
て
一
九
五
一
年
に
は
二
十
二
単
位
ま
で
引
き
上
げ
た（４）。
ま
た
、
一
九
五
〇
年
に
増
設
が
認
め
ら
れ
た
法
学
専
修
コ
ー
ス
を
翌
五
一
年
に
法
学
科
と
改
称
、
こ
れ
を
大
学
側
は
法
学
科
の
独
立
と
位
置
づ
け
高
く
評
価
し
て
い
る（５）。
二
、
一
九
六
〇
年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
一
九
五
〇
年
代
に
入
る
と
新
制
大
学
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
が
表
面
化
し
、
一
九
五
二
年
十
月
十
六
日
に
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
が
発
表
し
た
「
新
教
育
制
度
再
検
討
に
関
す
る
要
望
書
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
経
営
者
の
立
場
か
ら
新
制
大
学
の
教
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育
内
容
の
改
善
を
再
三
に
わ
た
っ
て
要
望
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
主
と
し
て
職
業
教
育
の
強
化
を
訴
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
と
も
に
、
旧
制
度
下
の
高
等
教
育
機
関
と
の
対
比
で
新
制
大
学
の
教
育
水
準
の
低
下
、
す
な
わ
ち
新
卒
者
の
学
力
低
下
を
批
判
す
る
声
も
多
か
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
本
学
は
、
一
九
五
三
年
に
は
、
学
生
の
学
力
向
上
を
は
か
る
た
め
に
進
級
最
低
単
位
数
の
制
度
を
設
け
た（６）。
こ
れ
は
、
一
年
次
生
の
場
合
法
経
学
部
二
六
単
位
、
工
学
部
二
八
単
位
、
二
年
次
生
の
場
合
、
法
経
学
部
七
〇
単
位
、
工
学
部
七
二
単
位
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
措
置
は
、
学
生
に
対
し
て
非
常
に
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
進
級
制
の
導
入
に
よ
っ
て
多
く
の
中
途
退
学
者
や
原
級
に
留
ま
る
者
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る（７）。
一
九
五
三
年
に
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
改
正
さ
れ
、
貿
易
学
科
の
卒
業
単
位
が
一
六
二
単
位
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
に
経
済
三
年
次
学
生
は
、
授
業
内
容
の
改
善
を
求
め
て
次
の
よ
う
な
要
望
書
を
学
校
側
に
提
出
し
た（８）。
授
業
内
容
改
善
の
声
は
、
最
近
急
速
に
高
ま
っ
て
来
て
い
る
が
、
経
済
科
三
年
次
学
生
は
、
授
業
内
容
に
関
す
る
大
会
を
開
き
、
問
題
点
を
集
約
、
学
校
当
局
と
交
渉
を
開
始
し
た
。
こ
の
大
会
で
は
種
々
の
教
科
に
つ
い
て
具
体
的
な
討
論
が
な
さ
れ
、
次
の
四
点
が
、
学
校
に
対
す
る
要
望
事
項
と
し
て
集
約
さ
れ
た
。
一
、
近
代
経
済
学
と
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
二
つ
の
系
譜
を
支
柱
に
、
一
、
二
年
間
に
経
済
学
の
基
礎
教
程
を
設
け
て
も
ら
い
た
い
。
一
、
教
科
内
容
及
び
そ
の
設
置
に
つ
い
て
全
面
的
に
再
検
討
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
一
、
必
修
科
目
を
大
幅
に
削
減
し
、
経
済
学
科
コ
ー
ス
と
商
科
コ
ー
ス
に
二
分
し
、
選
択
の
自
由
を
与
え
て
も
ら
い
た
い
。
一
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
現
状
を
再
考
慮
し
方
策
を
た
て
ら
れ
た
い
。
こ
の
結
果
は
大
会
後
選
出
さ
れ
た
交
渉
委
員
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
学
校
当
局
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
解
〔
回
〕
答
は
学
長
、
園
田
法
経
学
部
長
ら
経
済
科
関
係
に
よ
る
学
校
当
局
者
と
学
生
側
と
の
懇
談
会
で
行
わ
れ
、
学
校
当
局
か
ら
「
学
生
の
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
非
常
に
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
善
処
す
る
」
と
の
解
〔
回
〕
答
が
あ
っ
た
。
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1954年度 1955年度
経
済
学
専
修
コ
ー
ス
一般教養
語学
専門　必修　60
　　　選択　16
　　　卒論　 8
体育
40単位
18 〃
84 〃
 4 〃
一般教養
語学
専門　必修　60
　　　選択　14
体育
40単位
18 〃
74 〃
 4 〃
計　　　　　　　　　146単位 計　　　　　　　　　136単位
貿
易
学
専
修
コ
ー
ス
一般教養
語学
専門　必修　68
　　　選択　 8
　　　卒論　 8
体育
40単位
34 〃
84 〃
 4 〃
一般教養
語学
専門　必修　68
　　　選択　 6
体育
40単位
34 〃
74 〃
 4 〃
計　　　　　　　　　162単位 計　　　　　　　　　152単位
法　
学　
科
一般教養
語学
専門　必修　56
　　　選択　20
　　　卒論　 8
体育
36単位
10 〃
84 〃
 4 〃
一般教養
語学
専門　必修　56
　　　選択　18
体育
36単位
10 〃
74 〃
 4 〃
計　　　　　　　　　134単位 計　　　　　　　　　124単位
工　
学　
部
一般教養
語学
専門　必修　74
　　　選択　10
体育
57単位
12 〃
84 〃
 4 〃
一般教養
語学
専門　必修　56
　　　選択　18
体育
44単位
12 〃
74 〃
 4 〃
計　　　　　　　　　157単位 計　　　　　　　　　134単位
『昭和29年度　学生のしおり』，『昭和30年度　学生のしおり』から作成
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【表１】1955年のカリキュラム改正による卒業単位数の変化
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こ
の
影
響
か
、
翌
一
九
五
五
年
に
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
正
が
実
施
さ
れ
、「
卒
業
論
文
は
卒
業
の
必
須
の
条
件
で
あ
る
こ
と
は
従
来
の
通
り
で
あ
る
が
単
位
に
計
算
せ
ず
、
専
門
科
目
の
単
位
数
八
十
四
単
位
を
七
十
四
単
位
に
改
め
た
。（
一
年
次
よ
り
実
施
）」
の
で
表
１
の
と
お
り
と
な
っ
た（９）。
こ
う
し
て
多
少
必
修
専
門
科
目
の
削
減
が
行
わ
れ
た
が
、
十
単
位
ほ
ど
の
減
少
は
、
卒
業
論
文
八
単
位
の
減
少
で
、
そ
れ
ほ
ど
学
生
に
影
響
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
一
九
五
九
年
度
か
ら
は
、
学
生
の
自
由
意
思
の
範
囲
の
大
き
か
っ
た
専
修
コ
ー
ス
制
を
廃
止
、
学
科
へ
と
変
更
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
法
学
科
は
先
に
学
科
に
移
行
し
て
い
た
が
、
工
業
経
営
学
専
修
コ
ー
ス
だ
け
が
一
九
六
二
年
に
学
科
へ
移
行
す
る
以
外
す
べ
て
が
こ
の
時
学
科
制
へ
と
移
行
し
た
。
こ
う
し
て
一
九
六
〇
年
を
迎
え
る
と
神
奈
川
大
学
の
最
も
大
き
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
主
な
改
正
点
は
、
表
２
の
と
お
り
卒
業
取
得
単
位
数
の
大
幅
な
増
加
、
例
え
ば
貿
易
学
科
は
一
四
六
単
位
か
ら
一
六
八
単
位
へ
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
経
済
学
科
に
経
済
、
商
業
、
経
営
の
コ
ー
ス
を
設
け
、
必
修
科
目
が
貿
易
学
科
の
場
合
に
は
六
十
八
単
位
か
ら
八
十
四
単
位
へ
と
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
法
学
科
に
つ
い
て
も
法
律
コ
ー
ス
と
法
経
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
共
通
必
修
の
他
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
必
修
、
選
択
科
目
が
配
置
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
改
正
は
、「
教
務
委
員
及
び
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
担
任
者
打
合
会
」、「
法
経
学
部
学
科
課
程
小
委
員
会
」、
「
工
学
部
学
科
課
程
打
合
会
」、「
一
般
教
育
関
係
打
合
せ
会
」
な
ど
の
会
議
を
三
十
数
回
に
わ
た
っ
て
開
催
し
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
で
あ
っ
た
。
こ
の
審
議
の
過
程
で
、
一
九
六
〇
年
三
月
十
五
日
の
教
授
会）（1
（
で
は
、「
所
見
」
提
案
メ
ン
バ
ー
の
一
人
草
薙
教
授
が
「
標
準
の
一
二
四
単
位
よ
り
可
成
り
負
担
が
重
く
な
っ
て
い
る
が
必
修
科
目
を
多
く
し
た
た
め
増
加
し
た
も
の
で
は
な
い
か
、
又
卒
論
を
廃
止
し
て
四
年
次
に
科
目
の
負
担
を
多
く
し
て
は
ど
う
か
。
卒
論
を
廃
止
し
て
も
ゼ
ミ
で
指
導
は
充
分
に
で
き
る
」
こ
れ
に
対
し
山
口
茂
学
部
長
は
「
単
位
の
増
加
し
た
問
題
点
は
多
少
つ
め
込
に
な
っ
て
も
親
切
に
指
導
す
る
と
い
う
方
針
で
あ
る
。
卒
論
に
つ
い
て
は
そ
れ
自
体
は
勿
論
、
そ
の
外
に
も
学
生
と
指
導
教
授
と
の
間
が
密
接
に
な
っ
て
効
果
が
あ
る
、
卒
論
問
題
に
つ
い
て
は
三
つ
の
意
見
が
あ
る
と
思
う
が
昨
年
度
委
員
会
で
決
定
し
た
継
続
の
線
に
則
り
今
回
の
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
総
て
そ
の
土
台
の
上
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
諒
解
願
い
た
い
。」
と
説
明
、〝
多
少
つ
め
込
に
な
っ
て
も
親
切
に
指
導
す
る
方
針
で
あ
る
〟
と
説
明
し
て
い
る
。
― 33 ―
1959年度 1960年度
経
済
学
科
一般教養
語学
専門
体育
９科目
必修
選択
36単位
14 〃
56 〃
20 〃
 4 〃
一般教養
語学
専門
体育
必修
選択
40単位
14 〃
56 〃
38 〃
 4 〃
計　　　　　　　　　130単位 計　　　　　　　　　152単位
貿
易
学
科
一般教養
語学
専門
体育
必修
選択
36単位
30 〃
68 〃
 8 〃
 4 〃
一般教養
語学
専門
体育
必修
選択
40単位
30 〃
84 〃
10 〃
 4 〃
計　　　　　　　　　146単位 計　　　　　　　　　168単位
法　
学　
科
一般教養
語学
専門
体育
必修
選択
36単位
10 〃
50 〃
26 〃
 4 〃
一般教養
語学
専門
体育
必修
選択
36単位
10 〃
60 〃
34 〃
 4 〃
計　　　　　　　　　126単位 計　　　　　　　　　144単位
工　
学　
部
一般教養
語学
専門
体育
必修
選択
42単位
10 〃
66 〃
10 〃
 4 〃
一般教養
語学
専門
体育
必修
選択
40単位
10 〃
72 〃
14 〃
 4 〃
計　　　　　　　　　132単位 計　　　　　　　　　140単位
『学生のしおり―昭和34年度』，『学生のしおり―昭和35年度』から作成
【表２】1960年のカリキュラム改正による卒業単位数の変化
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ま
た
、
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
に
際
し
て
教
務
委
員
会
で
は
「
ク
ラ
ス
担
任
制
度
」
が
提
案
さ
れ
、
か
な
り
時
間
を
か
け
て
審
議
さ
れ
た
。
必
修
科
目
の
授
業
担
当
者
を
ク
ラ
ス
担
任
と
し
て
週
一
回
は
必
ず
顔
を
合
わ
す
仕
組
に
し
て
学
修
指
導
、
生
活
指
導
を
充
実
す
る
目
的
に
よ
る）（（
（
。
主
な
る
相
談
事
項
は
１
教
科
履
修
上
の
助
言
指
導
２
成
績
不
振
、
出
席
不
良
等
の
場
合
に
お
け
る
助
言
指
導
３
身
上
並
に
生
活
上
の
諸
問
題
に
対
す
る
助
言
指
導
４
課
外
活
動
に
関
す
る
助
言
指
導
と
な
っ
て
い
た
が
、
従
来
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
制
の
一
組
二
十
五
名
―
三
十
名
を
一
ク
ラ
ス
八
〇
名
―
一
〇
〇
名
と
一
ク
ラ
ス
数
が
多
い
た
め
実
行
に
困
難
が
伴
う
点
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
よ
う
に
ク
ラ
ス
担
任
制
度
は
ね
ら
い
ど
お
り
の
効
果
を
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
に
つ
い
て
は
、
学
生
か
ら
次
の
よ
う
な
批
判
が
出
て
い
た）（1
（
。 
取
得
単
位
増
大
は
「
学
問
の
自
由
」
を
破
壊
大
学
当
局
は
「
神
奈
川
大
学
通
信
」（
三
月
二
十
五
日
、
第
四
六
号
）
紙
上
に
て
「
創
立
三
十
周
年
記
念
を
終
え
さ
ら
に
充
実
発
展
を
目
指
す
」
と
い
う
名
目
で
〝
卒
業
取
得
単
位
〟
を
平
均
二
〇
単
位
ず
つ
の
大
巾
な
増
大
を
し
た
。
そ
し
て
法
経
学
部
に
於
て
は
「
経
済
科
を
経
済
・
商
業
・
経
営
の
三
コ
ー
ス
、
法
学
科
を
法
律
・
法
経
の
二
コ
ー
ス
」
に
、
工
学
部
に
於
て
は
「
電
気
工
学
科
を
一
般
電
気
工
学
の
〔
マ
マ
〕通
信
・
電
気
工
学
の
二
コ
ー
ス
」
に
分
割
し
た
。
〔
中
略
〕
こ
れ
は
、
大
学
当
局
の
学
生
に
対
す
る
学
問
の
自
由
の
抑
圧
で
あ
り
、
一
つ
の
決
っ
た
コ
ー
ス
し
か
進
ま
せ
ず
、
大
学
生
に
と
っ
て
の
拡
範
な
学
問
の
研
究
を
疎
外
す
る
も
の
で
「
学
生
は
机
上
の
学
問
を
す
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
こ
と
を
公
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
大
学
本
来
の
意
義
「
或
る
特
殊
の
局
限
さ
れ
た
問
題
だ
け
が
大
学
で
研
究
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
実
に
様
々
な
乃
至
は
凡
ゆ
る
問
題
が
研
究
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
を
無
視
し
た
も
の
で
、
純
然
た
る
「
就
職
の
為
の
机
上
の
学
問
」
を
学
生
に
お
し
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
学
生
に
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
「
学
問
の
自
由
」
を
大
学
当
局
は
剥
奪
し
た
も
の
で
「
大
学
の
本
質
」
を
打
ち
破
る
も
の
で
あ
る
。
全
二
年
生
諸
君
！
さ
ら
に
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
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こ
の
卒
業
取
得
単
位
の
増
大
が
我
々
二
年
生
に
摘
要
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
昨
年
ま
で
選
択
科
目
で
あ
っ
た
の
が
今
年
か
ら
必
修
科
目
に
組
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
明
確
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
年
生
に
於
て
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
学
問
の
自
由
」
の
剥
奪
も
は
な
は
だ
し
い
。
さ
ら
に
卒
業
取
得
単
位
の
増
大
は
「
学
園
の
自
治
」
を
も
抑
圧
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
学
当
局
の
不
当
な
抑
圧
に
対
し
て
我
々
学
生
は
、
真
理
を
追
求
し
主
張
す
る
為
に
も
「
学
問
の
自
由
」
を
死
守
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
〔
中
略
〕
そ
の
為
我
々
は
こ
の
様
な
大
学
当
局
の
学
生
に
対
す
る
一
方
的
で
「
学
問
」
に
も
値
し
な
い
、
大
学
本
来
の
意
義
を
破
壊
す
る
不
当
卒
業
取
得
単
位
の
増
大
と
い
う
大
学
当
局
の
教
育
方
針
に
は
ま
っ
こ
う
か
ら
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
学
生
の
声
に
対
し
て
、
す
な
わ
ち
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
に
つ
い
て
の
評
価
に
つ
い
て
一
年
後
の
『
神
奈
川
大
学
通
信
』（
昭
和
三
十
六
年
三
月
二
十
四
日
、
第
五
十
一
号
）
紙
上
で
「
学
科
課
程
の
改
正　
新
制
大
学
発
足
以
来
十
余
年
の
経
験
と
社
会
の
急
速
な
る
進
歩
に
即
応
し
て
、
教
育
、
研
究
の
内
容
を
充
実
し
学
力
の
向
上
を
期
し
て
、
本
学
に
お
い
て
は
学
科
課
程
を
改
正
し
、
昭
和
三
十
五
年
度
か
ら
実
施
し
た
。
改
正
の
内
容
は
、
法
経
学
部
に
お
い
て
は
専
門
科
目
に
つ
い
て
卒
業
に
必
要
な
、
履
修
単
位
を
従
来
七
十
六
単
位
で
あ
っ
た
も
の
を
九
十
四
単
位
に
改
め
、
工
学
部
に
お
い
て
は
専
門
科
目
に
つ
い
て
、
卒
業
に
必
要
な
履
修
単
位
を
従
来
七
十
六
単
位
で
あ
っ
た
も
の
を
、
八
十
六
単
位
に
改
め
る
な
ど
、
法
経
学
部
、
工
学
部
と
も
に
専
門
科
目
の
強
化
充
実
を
図
っ
た
。
ま
た
経
済
学
科
に
経
済
学
コ
ー
ス
、
商
業
学
コ
ー
ス
、
経
営
学
コ
ー
ス
を
設
け
、
法
学
科
に
法
律
学
コ
ー
ス
、
法
律
経
済
コ
ー
ス
を
設
け
、
工
学
部
電
気
工
学
科
に
一
般
電
気
工
学
コ
ー
ス
、
通
信
・
電
子
工
学
コ
ー
ス
を
設
け
る
な
ど
学
科
の
性
質
に
応
じ
て
コ
ー
ス
制
を
と
り
入
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
僅
か
一
ヶ
年
の
経
験
で
そ
の
成
果
を
と
や
か
く
評
価
す
る
こ
と
は
早
計
で
あ
る
が
、
期
待
し
た
よ
う
な
方
向
に
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
三
十
六
年
度
に
お
い
て
も
こ
の
制
度
を
育
成
し
、
教
育
効
果
が
あ
が
る
よ
う
更
に
努
力
す
る
で
あ
ろ
う
。」
と
控
え
め
な
が
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
の
成
果
を
誇
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
一
九
六
〇
年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
は
日
常
化
し
、
そ
れ
に
加
え
て
一
九
六
四
年
十
二
月
に
は
、
建
学
の
精
神
も
現
代
的
に
改
め
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ら
れ
、
神
奈
川
大
学
は
ひ
た
す
ら
拡
大
の
道
を
進
む
の
で
あ
る
。
一
九
六
五
年
四
月
、
神
奈
川
大
学
は
、
外
国
語
学
部
（
英
語
英
文
科
、
ス
ペ
イ
ン
語
学
科
）
を
新
設
、
法
経
学
部
を
法
学
部
と
経
済
学
部
に
分
離
・
独
立
、
さ
ら
に
工
学
部
に
建
築
学
科
を
増
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
六
七
年
四
月
に
は
待
望
の
大
学
院
（
法
学
研
究
科
、
経
済
学
研
究
科
、
工
学
研
究
科
）
を
新
設
、
新
た
な
歩
み
を
開
始
し
た
。
翌
六
八
年
に
は
盛
大
な
創
立
四
十
周
年
記
念
事
業
を
計
画
、
学
内
は
お
祝
い
ム
ー
ド
一
色
で
あ
っ
た
。
三
、
一
九
六
九
年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
神
奈
川
大
学
で
は
、
一
九
六
八
年
一
月
二
十
日
、
原
子
力
空
母
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
佐
世
保
寄
港
阻
止
活
動
に
端
を
発
す
る
学
園
紛
争
が
起
こ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
創
立
者
米
田
吉
盛
は
三
月
に
学
長
を
、
そ
し
て
九
月
に
は
理
事
長
を
辞
任
す
る
。
当
初
学
園
紛
争
は
、「
学
内
規
定
」
を
め
ぐ
る
問
題
か
ら
対
応
援
団
問
題
へ
そ
し
て
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
教
学
運
営
組
織
、
法
人
運
営
組
織
の
問
題
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
。
学
生
側
は
、
一
九
六
八
年
十
一
月
二
十
七
日
に
学
生
組
織
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
連
合
会
を
基
盤
に
結
成
さ
れ
た
「
全
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
審
議
会
」
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
正
を
要
求
し
て
き
た
。
同
年
十
二
月
一
日
に
津
村
利
光
学
長
の
辞
任
の
あ
と
を
う
け
学
長
代
行
に
赴
任
し
た
福
田
實
は
翌
二
日
の
教
授
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
教
務
部
委
員
会
（
飯
田
耕
作
教
務
部
長
）
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
の
具
体
的
検
討
を
依
頼
し
た
。
学
生
と
の
話
し
合
い
は
第
一
回
目
は
十
二
月
三
日
に
行
わ
れ
、
こ
の
時
点
で
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
選
択
制
へ
の
移
行
、
卒
業
単
位
を
一
二
四
単
位
に
す
る
こ
と
は
合
意
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
何
度
か
の
話
し
合
い
を
経
て
、
教
授
会
は
、
一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
）
年
二
月
八
日
に
次
の
よ
う
な
公
示
を
発
表
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
問
題
に
つ
い
て
の
方
針
を
明
ら
か
に
す
る）（1
（
。
公
示　
44
・
２
・
８
教
授
会
は
学
生
自
治
会
か
ら
の
二
月
一
日
付
要
求
書
に
対
し
左
の
通
り
回
答
す
る
。
一
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
問
題
に
つ
い
て
大
学
は
現
代
社
会
を
批
判
的
に
と
ら
え
、
創
造
的
能
力
を
生
か
し
て
社
会
の
将
来
に
つ
い
て
の
指
針
を
与
え
る
べ
き
任
務
を
負
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
に
た
つ
か
ぎ
り
、
大
学
に
お
け
る
学
問
は
既
成
の
「
真
理
」
を
覚
え
る
学
問
に
と
ど
ま
る
べ
き
で
は
な
く
、
こ
れ
を
疑
い
、
こ
れ
に
挑
戦
す
る
学
問
で
も
― 37 ―
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
大
学
が
教
育
を
通
じ
て
つ
く
り
だ
す
べ
き
人
間
像
は
、
主
体
的
に
思
考
し
判
断
し
、
ま
た
批
判
し
、
行
動
し
う
る
人
間
像
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
技
術
に
つ
い
て
の
教
育
は
、
こ
の
観
点
か
ら
正
当
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
学
生
が
主
体
的
に
自
己
形
成
を
な
す
た
め
の
手
段
と
し
う
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て
必
要
単
位
数
を
最
小
限
に
と
ど
め
選
択
原
理
を
大
巾
に
導
入
し
た
こ
と
の
意
義
は
こ
ゝ
に
あ
る
。
と
は
い
え
、
大
学
が
一
定
の
資
格
を
与
え
る
既
存
の
大
学
体
制
に
組
み
こ
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
こ
に
は
単
位
制
や
学
士
称
号
等
々
に
お
け
る
制
度
的
限
界
が
あ
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
。
以
上
の
諸
点
に
つ
い
て
旧
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
み
る
と
、
多
く
の
欠
陥
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
事
実
で
あ
る
。
ま
た
今
回
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
以
上
の
基
本
視
点
に
つ
い
て
の
検
討
が
ど
の
程
度
深
め
ら
れ
て
い
た
か
に
疑
問
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
多
々
論
ず
べ
き
点
が
残
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
さ
ら
に
教
員
、
学
生
の
相
互
批
判
を
通
し
、
改
訂
す
る
必
要
が
あ
る
。
改
め
て
こ
の
新
た
な
基
本
的
方
針
を
確
認
し
、
す
で
に
編
成
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
各
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
更
に
検
討
を
加
え
改
善
す
る
。
〔
後
略
〕
こ
う
し
て
同
年
二
月
十
二
日
に
は
、
教
授
会
は
次
の
よ
う
な
「
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
基
本
方
針
」
を
明
ら
か
に
し
た）（1
（
。
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
基
本
方
針　
44
・
２
・
12　
神
奈
川
大
学
◎ 
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
制
度
に
つ
い
て
（ 
法
学
部
・
経
済
学
部
・
外
国
語
学
部
）
① 
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
昭
和
四
十
四
年
度
新
三
年
次
よ
り
選
択
制
に
す
る
。
② 
ゼ
ミ
加
入
希
望
の
者
は
な
る
べ
く
全
員
希
望
の
ゼ
ミ
に
加
入
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
こ
の
原
則
は
尊
重
さ
れ
る
が
最
終
的
決
定
は
担
当
教
授
の
選
考
方
針
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
な
る
べ
く
ひ
と
つ
の
ゼ
ミ
の
参
加
者
が
二
十
名
な
い
し
二
― 38 ―
十
五
名
の
わ
く
内
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
ゼ
ミ
の
効
果
の
上
か
ら
の
ぞ
ま
し
い
。
学
生
は
ゼ
ミ
を
第
二
志
望
ま
で
同
時
に
申
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
原
則
と
し
て
ゼ
ミ
は
五
名
以
上
の
場
合
を
も
っ
て
成
立
す
る
。
た
だ
し
初
め
か
ら
参
加
者
が
極
め
て
す
く
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
特
定
の
ゼ
ミ
に
関
し
て
は
五
名
以
下
の
参
加
者
で
も
成
立
す
る
場
合
が
あ
り
得
る
。
③ 
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
履
修
単
位
は
三
年
次
二
単
位
、
四
年
次
二
単
位
と
し
て
卒
業
に
必
要
な
単
位
の
な
か
に
含
め
る
。
履
修
の
方
法
と
し
て
は
次
の
三
項
の
い
ず
れ
も
が
可
能
で
あ
る
。
（
イ
）
ひ
と
つ
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
二
年
間
継
続
履
修
す
る
。
（
ロ
）
三
、
四
年
次
の
い
ず
れ
か
に
お
い
て
一
年
間
履
修
す
る
。
（
ハ
）
三
、
四
年
次
に
お
い
て
お
の
お
の
別
個
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
履
修
す
る
。
④ 
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
関
し
従
来
の
必
須
制
を
廃
止
し
た
の
で
、
こ
れ
に
伴
い
卒
業
に
必
要
不
可
欠
な
要
素
と
し
て
の
卒
業
論
文
は
廃
止
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
履
修
者
に
は
研
究
論
文
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
課
す
る
。
⑤ 
法
学
部
、
経
済
学
部
、
外
国
語
学
部
の
学
生
は
、
こ
れ
ら
三
学
部
開
講
ゼ
ミ
の
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
◎
一
二
四
単
位
の
決
定
に
つ
い
て
現
行
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
必
須
科
目
を
重
点
と
し
既
成
の
知
識
あ
る
い
は
実
務
の
詰
め
込
み
主
義
に
堕
し
て
い
た
こ
と
か
ら
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
に
際
し
て
は
選
択
原
理
の
大
幅
な
導
入
と
教
員
の
自
覚
を
促
す
内
部
規
制
に
よ
り
新
し
い
大
学
像
を
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
の
な
か
に
一
歩
で
も
前
進
的
に
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
趣
旨
は
二
月
八
日
に
発
表
し
た
教
授
会
の
統
一
見
解
に
あ
き
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
領
域
に
固
有
な
体
系
か
ら
学
生
が
ぜ
ひ
取
得
す
べ
き
必
要
な
単
位
数
を
押
え
、
他
方
、
自
主
的
選
択
を
尊
重
し
て
従
来
必
修
科
目
の
指
定
を
受
け
て
い
た
多
数
の
専
門
科
目
を
選
択
科
目
と
し
、
そ
の
結
果
お
こ
る
専
門
科
目
相
互
間
の
― 39 ―
競
合
に
よ
っ
て
専
門
科
目
の
質
的
向
上
を
は
か
り
、
す
く
な
い
単
位
数
の
な
か
で
従
来
以
上
に
充
実
し
た
教
育
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
配
慮
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
法
・
経
・
外
の
三
学
部
に
お
い
て
は
卒
業
に
必
要
な
最
低
単
位
数
は
一
二
四
単
位
、
工
学
部
で
は
こ
れ
を
若
干
上
廻
る
こ
と
に
な
っ
た
。
◎
一
般
教
育
科
目
に
つ
い
て
① 
従
来
一
、
二
年
次
に
配
当
さ
れ
て
い
た
が
こ
れ
を
原
則
と
し
て
在
学
中
に
履
修
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
② 
従
来
の
一
般
教
育
科
目
に
つ
い
て
、
従
来
は
学
部
ご
と
に
担
当
者
が
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
て
い
た
の
を
や
め
同
一
科
目
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
複
数
の
コ
ー
ス
を
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
を
選
択
す
る
。
こ
の
よ
う
に
同
一
科
目
内
競
合
の
原
則
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
従
来
の
一
般
教
育
科
目
の
内
容
の
質
的
向
上
を
は
か
る
。
③ 
一
般
教
育
科
目
に
関
し
て
は
、
従
来
見
ら
れ
た
よ
う
な
必
須
科
目
の
設
定
は
一
切
行
な
わ
な
い
。
④ 
従
来
の
一
般
教
育
科
目
三
系
列
（
人
文
科
学
系
列
、
社
会
科
学
系
列
、
自
然
科
学
系
列
）
の
そ
れ
ぞ
れ
は
科
目
数
が
限
定
さ
れ
て
い
て
学
生
に
よ
る
科
目
の
自
主
的
選
択
の
幅
が
ひ
ろ
く
な
い
う
ら
み
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
列
に
つ
い
て
適
当
と
お
も
わ
れ
る
い
く
つ
か
の
科
目
を
新
設
し
、
学
生
に
よ
る
選
択
の
幅
を
大
き
く
し
た
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
科
目
ご
と
の
競
合
を
よ
り
大
と
す
る
効
果
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
も
含
め
て
全
面
的
に
選
択
制
を
採
用
し
た
こ
と
、
卒
業
単
位
を
大
学
設
置
基
準
の
一
二
四
単
位
に
引
き
下
げ
た
こ
と
、
そ
し
て
一
般
教
育
科
目
の
充
実
を
は
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
続
い
て
二
月
十
五
日
か
ら
は
、
各
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
専
門
科
目
）
編
成
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。
次
の
経
済
学
部
の
方
針
を
見
て
お
こ
う）（1
（
。
経
済
学
部
に
お
け
る
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
専
門
科
目
）
編
成
の
考
え
方
（
44
・
２
・
15
）
1 
「
必
修
科
目
」
を
全
廃
し
、
自
由
選
択
制
の
原
理
を
採
用
し
た
。
2 
全
科
目
を
A
、
B
、
C
、
群
に
分
け
て
配
列
し
、
経
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済
学
お
よ
び
貿
易
問
題
の
科
学
的
・
体
系
的
学
習
に
便
な
ら
し
め
た
。
㋑ 
A
群
は
基
礎
的
・
原
理
的
科
目
と
し
て
学
部
共
通
と
し
た
。
㋺ 
B
群
は
経
済
・
貿
易
両
学
科
の
特
色
を
だ
す
科
目
で
あ
る
。
㋩ 
C
群
は
A
・
B
両
群
に
含
ま
れ
な
い
学
部
開
設
科
目
す
べ
て
を
含
む
。
3 
A
群
お
よ
び
B
群
の
若
干
の
科
目
に
つ
い
て
は
複
数
の
「
競
争
講
義
」
を
開
設
し
、
授
業
内
容
の
向
上
を
図
っ
た
。
こ
う
し
て
二
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
に
か
け
て
各
学
部
の
専
門
教
育
科
目
と
一
般
教
育
科
目
の
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
正
案
が
発
表
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
改
正
案
は
、
各
学
部
ご
と
に
学
生
に
示
さ
れ
、
そ
の
同
意
を
得
て
成
案
と
な
り
、
三
月
十
七
日
の
全
体
教
授
会
で
正
式
に
決
定
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
一
九
六
九
年
度
か
ら
こ
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
ま
ず
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の
基
軸
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
①
全
面
的
な
選
択
制
の
採
用
で
あ
り
、
②
進
級
年
次
制
の
撤
廃
、学
部
の
枠
を
越
え
て
の
選
択
の
自
由
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
選
択
が
自
由
と
な
る
と
、
①
ど
う
い
う
選
び
か
た
を
す
る
か
、
②
い
か
に
大
学
生
活
の
な
か
で
真
に
学
ぶ
、
学
問
追
求
の
姿
勢
を
自
覚
す
る
か
が
学
生
各
自
に
求
め
ら
れ
て
く
る
。」、
「
ゼ
ミ
も
選
択
に　
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
さ
え
も
選
択
制
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
最
近
の
多
く
の
大
学
で
必
修
制
へ
移
行
し
て
い
る
の
と
は
逆
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
だ
ん
と
高
い
次
元
に
す
す
ん
だ
つ
も
り
で
あ
る
。
選
択
制
は
易
（
や
す
）
き
に
つ
く
こ
と
で
は
な
い
。
高
い
知
性
と
、
強
い
情
熱
を
か
た
む
け
て
選
択
し
、
学
習
の
実
を
上
げ
る
た
め
だ
。
こ
れ
は
す
べ
て
の
科
目
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
だ
し
、
ま
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の
成
果
で
あ
る
卒
業
論
文
の
場
合
、
形
式
的
な
も
の
は
求
め
な
い
の
で
、
廃
止
し
た
。
研
究
論
文
が
成
果
、
所
産
と
し
て
不
必
要
な
わ
け
で
は
な
人
文
科
学
系
列
哲学　　　　　 日本文学論
倫理学　　　　 芸術論（Ⅰ・Ⅱ）
論理学　　　　 世界史
心理学　　　　 日本史
宗教学　　　 ○比較思想論
欧米文学論
社
会
科
学
系
列
法学（含憲法）○文化人類学
政治学　　　 ○人文地理学
社会学　　　 ○社会科学論
経済学　　　 ○現代社会思想論
自
然
科
学
系
列
数学　　　　 ○自然人類学
物理学　　　 ○技術論
化学　　　　　 自然科学論
生物学
統計学
○印のついたものは新設科目である。
単位は各４単位である。
一般教育科目一覧表（案）
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い
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
就
職
へ
の
通
り
み
ち
で
あ
る
よ
う
な
形
骸
化
を
排
す
る）（1
（
。」
こ
れ
は
、
大
学
側
が
、「
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
精
神
」
と
題
し
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
移
行
後
、
一
年
を
経
過
し
た
時
に
、
そ
の
点
検
と
反
省
の
う
え
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
大
学
紛
争
期
に
学
生
の
主
体
性
を
認
め
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
正
に
取
り
組
ん
だ
大
学
は
、
そ
れ
程
多
く
は
な
い
。
例
え
ば
立
教
大
学
の
文
学
部
で
は
、
一
九
六
九
年
に
①
卒
業
単
位
数
の
切
り
下
げ
②
必
修
科
目
を
減
ら
し
選
択
科
目
を
増
加
し
学
生
の
主
体
性
の
確
立
を
は
か
る
改
革
や
法
学
部
の
コ
ー
ス
制
の
廃
止
や
卒
業
単
位
の
切
り
下
げ
な
ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
が
実
施
さ
れ
た
が）（1
（
、
他
に
は
関
西
大
学
が
一
九
七
〇
年
代
半
ば
に
実
施
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い）（1
（
。
こ
う
し
た
点
か
ら
み
て
も
神
奈
川
大
学
が
大
学
紛
争
期
に
ま
ず
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
問
題
に
学
生
、
と
く
に
教
員
が
取
り
組
み
、
改
革
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、
終
戦
直
後
に
「
所
見
」
を
も
と
に
出
発
し
た
横
浜
専
門
学
校
教
授
会
の
動
き
、
そ
し
て
新
制
神
奈
川
大
学
発
足
時
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
学
科
制
で
は
な
く
学
生
の
自
由
意
志
を
尊
重
し
た
専
修
コ
ー
ス
制
を
採
用
し
た
と
い
う
経
験
が
大
き
く
働
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
大
学
紛
争
時
に
学
生
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
問
題
を
議
論
し
た
教
務
部
委
員
会
の
部
長
が
「
所
見
」
提
案
メ
ン
バ
ー
の
一
人
飯
田
耕
作
で
あ
っ
た
点
も
見
逃
せ
な
い
。
戦
後
、
最
も
早
い
時
期
に
、
学
生
の
自
由
意
志
を
尊
重
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
を
表
明
し
た
教
授
会
の
意
向
が
一
九
六
〇
年
代
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
― 42 ―
註（１
）「
教
授
会
々
議
録
」『
神
奈
川
大
学
史
資
料
集
』
第
十
一
集
、
九
九
頁
、
一
九
九
五
年
刊
（
２
）「
教
授
会
」『
神
奈
川
大
学
史
資
料
集
』
第
十
一
集
、
一
二
六
～
一
二
七
頁
、
一
九
九
五
年
刊
（
３
）「
神
奈
川
大
学
学
科
編
成
に
就
て　
教
授
西
垣
富
治
」『
横
浜
専
門
学
校
新
聞
』
第
二
一
七
号
、
昭
和
二
十
四
年
三
月
二
十
日
（
４
）『
神
奈
川
大
学
五
十
年
小
史
』
一
八
六
頁
、
一
九
八
二
年
刊
（
５
）「
法
学
科
新
設
」『
神
奈
川
大
学
通
信
』
第
五
号
、
昭
和
二
十
六
年
六
月
一
日
（
６
）「
履
修
進
級
の
規
程
改
正
に
つ
い
て
」『
神
奈
川
大
学
通
信
』
第
十
一
号
、
昭
和
二
十
八
年
三
月
二
十
日
（
７
）『
神
奈
川
大
学
五
十
年
小
史
』
一
八
八
頁
、
一
九
八
二
年
刊
（
８
）「
授
業
内
容
改
善
に
」『
神
奈
川
大
学
新
聞
』
二
五
一
号
、
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
五
日
（
９
）「
学
則
の
一
部
を
改
正　
取
得
単
位
数
な
ど
変
更
」『
神
奈
川
大
学
通
信
』
第
二
〇
号
、
昭
和
三
十
年
六
月
十
日
（
10
）「
教
授
会
議
事
録
（
第
16
回
）」『
神
奈
川
大
学
史
資
料
集
』
第
二
十
六
集
、
七
〇
頁
、
二
〇
一
〇
年
刊
（
11
）「
教
務
委
員
会
」『
神
奈
川
大
学
史
資
料
集
』
第
二
十
四
集
、
二
〇
頁
、
二
〇
〇
八
年
刊
（
12
）「
声
」『
神
奈
川
大
学
新
聞
』
第
二
九
六
号
、
昭
和
三
十
五
年
十
月
二
十
九
日
（
13
）
昭
和
四
十
三
年
度　
教
授
会
議
事
録
添
付
資
料
、
神
奈
川
大
学
資
料
編
纂
室
所
蔵
（
14
）『
神
奈
川
大
学
五
十
年
小
史
』
二
二
二
頁
、
一
九
八
二
年
刊
（
15
）
昭
和
四
十
三
年
度　
教
授
会
議
事
録
添
付
資
料
、
神
奈
川
大
学
資
料
編
纂
室
所
蔵
（
16
）「
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
精
神
」『
神
奈
川
大
学
通
信
』
第
八
九
号
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
十
五
日
（
17
）『
立
教
大
学
の
歴
史
』
二
三
〇
頁
、
二
〇
〇
七
年
刊
（
18
）『
関
西
大
学
百
年
史
』
通
史
編
下
、
四
三
八
頁
、
一
九
九
二
年
刊
